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    ５月に入り、新緑が美しいさわやかな日が続いています。先週、地域の方々の協力のおか 

げで、小学校では５，６年生が田植えを、３～５年生が鮎の放流体験を行いました。 

校内での授業だけではなく、農家や漁協などプロの方や地域の方からお話を聞き、実際に 

体験することは、子供たちにとって大きな学びになります。御協力いただき、ありがとうご 

ざいました。子供たちの振り返りには発見や感動など、体験から学んだことや感じたことが 

たくさん書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・川にゴミがあるとあゆがこなくなるから、ゴミを川にすてたらいけないと分かりました。 

・あゆはもともとつめたい水のところでしか生きられないので、わたしたちのような３０どく 

らいのあつい手でさわっているとやけどしてしまい、よわってしまうと分かりました。 

・あゆをほう流するときにぼくは、「死なずに大きく大きくなって、大きくなったすがたをみせ  

て。」といいながらほう流しました。 

・あゆは川に生まれて海に行き、大きくなると、また生まれた川にもどるということがとても 

 びっくりしたし、いんしょうにのこっています。 

・あゆは天てきとたたかいながらくらしています。一匹一匹ひっしに生きていると感じました。 

・アユも生きているので、ちゃんと食べる時も『ありがとう。』と、かんしゃの気持ちをこめ

て、「いただきます。ごちそうさま。」を言いたいと思いました。 

 

 

 ４月に中学２ ,３年生がプールの掃除をしました。今後部活動や体育の授業で小中学生が使い

ます。みんな一生懸命取り組み、２時間ほどできれいになりました。冬じたくやプランターの 

土作り等、１年を通して発揮される中学生パワーが頼もしく、本校の自慢の１つです。 
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体験から、地域の方々から学ぶ  

お知らせ  

＊学校休業日に新型コロナに関して白山市役所

に連絡する必要はなくなりました。  

＊平日にお子さんが PCR 検査を受けることに  

なった場合、感染が確認された場合はこれ  

まで通り必ず学校に連絡してください。  

鮎の放流  

田植え 

 

中学生がプール掃除をしました 

 

 ふりかえり 



 

 春の小学校ジオ学習は白峰・桑島方面に出かけ、白山手取川ジオパークの地質や自然、災害、 

また白峰の暮らし等について学びました。各施設の専門職員の方から話を聞いたり、３Ｄシア

ターや当時の住居、展示物など実物を見たりしました。白山恐竜パーク白峰では、目附谷で発

見された恐竜足跡化石の特別展示を見ることができました。縦割り班では６年生が中心とな

って下級生をしっかりとまとめ、てきぱきと行動していました。一日を通して、新しい発見や

驚き、学びがたくさんありました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１つめは百万貫の岩です。もう見てすぐこう思いました。「大きすぎ !!」と。まずどこから 

 どんな感じで流れてきたのか不思議で、自然の恐ろしさを感じました。 

・ぼくが一番勉強になったのは、砂防えんていはどしゃくずれを最小げんにするだけで、一番 

大事なのは自分でひなんして、自分で自分の身を守ることだと分かりました。 

・昔の家のくらしを体験したら、そうぞうとぜんぜんちがってびっくりしました。 

・新しい恐竜のかせきが見つかって、大きい肉食恐竜かもしれなくてびっくりしました。 

・きょうりゅうはくぶつかんに行って、新しいかせきがてんじされて 

いたので、どうやって見つけているんだろうと思いました。  

充実した白山手取川ジオパーク学習  

〈百万貫の岩〉 

 
〈県立白峰民俗資料館〉 

〈白山恐竜パーク白峰〉 

〈白山砂防科学館〉 

 

 かもしかのお出迎え 

ふりかえり 


